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１ はじめに 

 継目部に生じる輪重・横圧の評価のため 筆者らは 継目部の軌道変位形状を表現するのに適した関

数形の検討を行い これまでに輪重評価のための高低変位 継目落ち 形状の結果について報告した 1) 本報告は

同様の手法により 横圧評価のための通り変位 継目角折れ 形状に適した関数形について導出し 合わせて

継目部の通り変位の管理目標値を試算したものである  

 

２ 対象とする通り変位および関数 

１ 通り変位 

在来線定尺区間の代表的な通り変位波形として 在来線

の２区間 合計 105 箇所の継目を選定した なお 通り変位

の指標には 4m 弦正矢を用いることとした 2)  

２ 関数 

継目部の通り変位形状を表現できる関数として 式

(1) (5)の 5つの関数を選定した これらの関数は いずれ

も変数 により決まる関数であり は振幅に は波

長 波形の広がり に相当する変数である  

 

３ 通り変位と関数との適合度評価 

 継目部の通り変位形状に最も近似する関数を 以下

の(1) (2)により評価した  

１ 継目部の波形形状の適合度 

a 評価の手法 

継目部の通り変位の波形形状と関数との適合度を

以下の手順により評価した  

①継目毎に関数値と通り変位値の差の二乗を継目前後

2.5m 間合計し その値が最小となるよう前述の各関数

の変数 を求める 式(6)  

②各継目の式(6)の最小値 Sminを全継目分合計し これを

関数の適合度 Tと定義する 式(7)  

③各関数の適合度を比較し その値が最も小さい関数を波

形形状との適合度が最も高い関数とする  
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ここに )( jxf ;関数値 )( jxm ;高低変位値 ;評価範囲 継目中心前後 2.5m の 数 N;全継目数 

b 評価の結果 

前述の評価手法により 各関数の波形形状の適合度を比較した 図 1は 各関数の式(7)の値を線別に示したもの 
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④６次関数   33)( mxmxxf  (4) 

⑤４次関数   22)( mxmxxf  (5) 

(ここで は変数 mは継目中心位置) 
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図 1 波形形状の適合度の比較 
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図 2 4m 弦通り変位波形 在来線 と関数波形との比較 
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である この図から 在来線 ともに関数 が最も値が小さく 通り変位との適合度が高いことがわかった  

また図 2に 在来線 の通り変位波形と関数 および三角関数の関数波形とを重ね合わせたものを示す このよ

うに 継目中央および両端の擬似波形の形状は 関数 のほうが通り変位波形と類似していることがわかる  

２ 継目部の最大変位量の適合度 

a 評価の手法 

継目部中心での最大変位量 ①みなしの頂点座標(Xi

Yi) と同 x座標での関数の頂点 ②関数の頂点座標(Xi yi)

のy座標の値が近いほど適合度が高いと評価した 図3参照  

b 評価の結果 

図 4は 在来線 について 関数の頂点 yi と通り変位のみ

なしの頂点 Yi とを関数毎に し その回帰直線 切片

0 を求めたものである これらの結果から 関数 の回帰

直線の傾きが最も 1.0 に近くなった このことは 関数

の頂点が 全体的に通り変位のみなしの頂点に最も近く

他の関数よりも最大変位量の適合度が高いことを示して

いる なお 在来線 も同様の結果となった  

 

４ 4 弦通り変位の管理目標値 

前述までの結果から 波形形状 最大変位量ともに関数

の適合度が高いことがわかった そこで 関数 を入力

波形とした時刻歴 3)を行い 4m 弦通り

の管理目標値を試算した  

１ 条件 

①線形･･･R600m･C105mm R300m・C105mm R160m・C60mm 

②車両･･･在来線特急電車 ③速度･･･本則 10km/h 

④軌道変位･･･関数 の通り変位を 25m 間隔で３箇所設定 

ここに 関数 の変数は =0.3 波長 4m 相当 を用いた  

変数αは 4m 弦通りにより変動  

２ 結果および考察 

4m 弦通り変位と外軌横圧との関係を図 5に示す ここで 管理目

標値を在来線曲線用の 9 型締結装置の横圧限度 60kN に相当する変

位とすると 4m 弦通りの目標値は 8 となる  

 

５ まとめ 

本報告から 関数 は 継目部の通り変位形状に最も適合する関数形であり その関数を入力波形とした

により 4m 弦通りの管理目標値は 8mm となることがわかった  
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図 3 最大変位量の適合度の評価手法  
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図 5 4m 弦通り変位と外軌横圧との関係 

y = 0.84x
R2 = 0.69

0

5

10

0 5 10
通り・4 弦( )

関
数
・4
弦
(
) y = 0.81x

R2 = 0.64

0

5

10

0 5 10
通り・4 弦( )

関
数
・4
弦
(
) y = 0.79x

R2 = 0.62

0

5

10

0 5 10
通り・4 弦( )

関
数
・4
弦
(
)

 
(a)関数      (b)関数      (c)三角関数 
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(d)6次関数    (e)4次関数 

図 4 4m 弦通り変位と関数の最大変位量の比較 在来線  
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